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福井大学文京キャンパスは、平成15年3月にISO14001の認証を取得し、平成17年3月には教育地域

科学部附属小学校・中学校・幼稚園・養護学校に認証範囲を拡大した。現在（平成17年9月）、認証範囲

をさらに松岡キャンパスの医学部に拡大すべく作業を進めている。医学部の拡大審査は文京キャンパ

スの更新審査と同時に行われる予定である。

最初の認証取得から更新審査までの3年間を第1期とすると、その間に福井大学（文京キャンパス）は

ハード上の整備とゴミ分別に取り組んだ。ハード上の整備により、電力、水、重油の使用量節減につ

ながり、試算であるが、3年間で数千万円の節約を達成する。ゴミについても、当初は多くを混載ゴミ

として学外排出していたが、現在では福井市の方式に則って分別排出を実施している。構内の屋外ゴ

ミ箱は全て撤去した。

第1期が節約とゴミ分別回収・分別排出を目的としたが、それでは第2期は何を目的とするか、であ

る。あらゆる事業所では、節約とゴミ分別がISO14001活動として、最初に取り組まれるが、その活動

は直ぐ飽和し、節約も分別もあるレベルからはなかなか進展しない。

この環境報告書にもあるように、福井大学でも同様な状況にある。大学における環境保全活動を更

に進めるためには、構成員の割を占める学生による協力が欠かせない。現今でも大学教育入門セミナー

で新入生全員に30分程度の環境教育を行っており、また各学部や学科、教員が多様な環境教育を行っ

ている。

本学の第2期 ISO14001活動として、ISO14001活動の学生への浸透をめざし次年度から「環境マネジ

メントシステム実習（仮称）」などの講義・実習を学生全員に対して開講すべく準備を進めている。選択

単位であるが、講義と実習を通して学生にISO14001の精神の理解、環境保全システム構築、内部監査

などの実務を教育し、学生の力を借りることにより大学という事業所の環境保全活動を押し進める事

を第2期の活動と重点的に取り上げたい。

平成17年9月

まとめ

むすび21

福井大学 総括環境責任者

服部　勇
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自己の評価と外部の意見

福井大学環境報告書2006の自己評価

報告書は全体的におおむね環境省のガイドラインに沿って作成されてい

る。その中で、記載がない�（事業活動のマテリアルバランス）、�（総物

質投入量及びその低減対策）については理由が付されている（P.49）。しか

しながら、�、�は環境保全活動の成果確認にとって重要であり、今後の

取り組みの励みにもなるので、概算でもよいから記載があるのが望ましい。

次年度以降記載されることが期待される。P.25に温室効果ガス排出量の見

積もりが述べられている。大学のような事業所で見積もりが困難な中でよ

くデータを整理したと感心する。なお、温室効果ガス総排出量の削減計画

が検討され、記述されることが望ましい。

自己評価（P.8,9）については、2005年度の主な環境目標と計画で、自己

評価が○と△で表現されておりわかりやすいが、2、3改善点を述べると、

1）この表では、目標に到達できたのか、実施計画が実施されたのかが不明である。

2）実施計画が達成された（実施された）場合、目標値をクリアーしたのか、しなかったのかがわからな

い。

3）基準年比5%という目標があるが、仮にこれを達成したと評価した場合、今年度に達成したのか、あ

るいは前年度以前に達成しており、それが維持されたのかが分からない。

4）既に達成された目標は、目標値を高くするかあるいは維持管理項目とするか、検討し、その理由（検

討内容）が分かるようになっていることが望ましい。

次に、環境保全活動の状況・環境負荷抑制への取り組みでは、記載された数値を見る限り、着実な

進展が見られる。方法と結果が記載されている点も好ましい。また、環境に関する規制遵守への取り

組みでは、不適合状態であった生協厨房からの排水の成分改善への取り組みとその結果が分かりやす

く記載されており、すばらしい。このような（原因、取り組み、改善結果）の記載を増やすようにする

のが望ましい。

環境保全コストと評価では、環境保全コストについては、単年度ではなく、過去数年のデータが表

現されていることが望ましい。また、環境保全活動によるコストダウンの見積もりデータが記載され

ているとよい。

主なエネルギーの消費・環境負荷の推移については、文京キャンパスでは単位面積当たりの電力使

用量の削減が目標になっていることから、総量の表現に加えて、単位面積当たりの消費量、構成員数

当たりの消費量などの経年変化のデータがあることが望ましい。

環境に関する地域への取り組み・地域とのコミュニケ－ション・環境に関する研究開発・環境教育

では、大学らしい取り組みが記載されておりすばらしい。環境取り組みアンケート結果の表現に加え

て、その効果等を測定する方法の開発が望まれる。例えば学生に対してアンケートするのも一つの方

法であろう。また、松岡・医学部でのEMS実習はすばらしい。今後文京キャンパスでも同様な取り組

みが実施されることが望まれる。附属学校での環境教育・環境活動も記載されており、好ましいこと

である。子供に対する環境教育の一層の進展を期待している。

最後に学生の環境活動については、学生は環境ISOの構成員ではないが、大学構成員の8割を占めて

いるので、学生に対する環境活動に関する啓発、啓蒙が重要である。より多くの学生に対する環境教

育や学生による環境活動が紹介できるように期待する。

福井大学環境内部監査責任者

服部　勇
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福井大学「環境報告書2006」に対する第三者コメント

ビーエスアイジャパン㈱は、「福井大学環境報告書2006」の記載情報及びISO14001の認証審査※を

通じて得られた情報に基づき、福井大学の環境保全への取り組みに関し、第三者レビューを実施しま

した。

2005年度、福井大学の環境マネジメントシステム（EMS）は、対象範囲を文京キャンパスに加えて松

岡キャンパス医学部に拡大しました。文京キャンパスでは、ISO14001認証取得後3年が経ちましたが、

構成員の方々の積極的な参加のもと、環境方針、目的･目標に掲げた項目に取り組み、環境負荷の削減

を進めています。松岡キャンパスでは、文京キャンパスでの経験を生かし、短期間に高いレベルのEMS

の導入に成功しました。

「福井大学環境報告書2006」では、前年の報告書に比べて、地域社会との環境コミュニケーションや

学生の環境保全意識の向上につながる環境教育の実施状況に関する報告が充実しています。医学部で

のEMS実習、工学部の「環境問題調査隊」、附属小学校での環境ISO全体構想など、学生が環境保全活

動に参加する機会の提供は、教育機関におけるISO14001EMSの役割のひとつとして高く評価されます。

また福井大学では、環境コミュニケーションや環境教育に加えて、建物ごとの電力使用量の管理、

「学内リサイクル」によるリユースの促進、劇毒物の厳格な一元管理など、キャンパスにおける環境負

荷低減のための実効性のある取り組みが行われています。そのため、今後は、それぞれの取り組みと

その効果に関する情報を、各ユニットの責任者や参加者、さらに学内全員で共有することによって、

EMSのもとで水平展開することが求められます。

環境保全活動の情報を全学で共有し、EMSそのものの一層の改善につなげることを期待しています。

2006年8月

ビーエスアイジャパン株式会社

BSIマネジメントシステムズ社アジア･パシフィック 代表取締役

ビーエスアイジャパン株式会社　マーケティング部長

※ ビーエスアイジャパン㈱は、福井大学のISO14001の審査登録を行っています。

環境への取り組みについて、マネジメントシステムの適合性の観点から定期的に

外部審査を実施しています。
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むすび（総括環境責任者）

福井大学ではISO14001に基づいた環境活動の一環として、過去2回環境報告書を自主的に公表して

おり、今回が3回目の発行となります。とりわけ、松岡キャンパスを含む全キャンパスの活動状況を取

り上げた、昨年発行の「環境報告書2005」は、関係者の努力もあり、環境省のガイドラインに沿った本

格的なものとして、学内外から高い評価をいただきました。

本年より、本学を含めた全ての大学において、環境に配慮した事業活動の一環としての、環境報告

書の作成が法的に義務づけられました。今回発行する「環境報告書2006」も、そういった状況を踏まえ

ての発行となります。大枠は昨年と同様ですが、全国の大学に先駆けてISO14001認証取得を行った本

学医学部の活動を特集として取り上げるなど、少し特徴を出すことを試みました。

福井大学は、全国の大学に先駆けて2003年3月に、文京キャンパス全体を対象としてISO14001の認

証取得を行いました。それ以来、本学の環境活動は、報告書の始めに掲げた環境方針、そして

ISO14001の土台とも言える環境マネジメントシステム（EMS）を基本として進められています。ところ

で福井県は、暮らしやすさや生活水準という点では全国トップクラスの評価を受けていることで知ら

れていますが、環境に対する取り組みも進んでおり、本学に先立つこと4年前の1999年にISO14001の

認証取得を得ています。また、本学文京キャンパスの位置する福井市も2000年に認証取得し、最近で

は家庭版ISOや学校版ISOの普及活動に力を注いでいます。

教育・研究機関である大学として、こうした自治体の積極的な環境活動、そして国内外で当面して

いる環境問題に対し、さらなる支援・貢献が期待されています。一事業者として、エネルギー消費削

減を中心としたCO2排出量削減や、分別化と再資源化を基本としたゴミ排出の改善といった環境活動

に取り組むことはもちろんですが、環境配慮を指向した大学の教育・研究を発展させることが重要な

ことは言うまでもありません。この報告書においても、教育・研究機関特有の取り組みとして、環境

教育や研究開発の紹介に頁を割いていますが、環境がキーワードとなっている現代において、大学が

担うべき役割を考えつつ、エコキャンパスの実現を目指して、今後も環境活動に取り組んでいきたい

と思います。

福井大学 総括環境責任者

中田　隆二

まとめ
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20環境報告書に対する内外の評価と意見

「福井大学環境報告書2007」を原稿段階で提

出を受け、通読した。環境報告書によれば、

ISO14001認証取得4年を経過し、国立大学法人

福井大学での環境活動が大きく進展している様

子を読みとることができる。地球環境へのイン

パクトの低減やエネルギー使用料金などの縮小

も評価できる。社会に対する環境責任が果たさ

れていると大きく評価できる。その中で、環境

報告書を読んで気づいた点を以下に述べる。

● エネルギー投入量やCO2排出量には暖冬などの気候

条件に大きく左右される。この報告書の随所にも

この点が強調されている。この気候依存性はやむ

得ないと考えるが、逆に極寒冬・猛暑夏の場合の

逃げ口上にもなりうる。気候依存性はあるものの、

確実な環境インパクト低減に努力して欲しい。

● 設備投資による環境保全活動は非常に効果的であ

る。本学でも人感センサー、消音装置、水循環設

備などの設置により地球資源の節約に貢献してい

る。本学では、建物の新設や改装が引き続いてい

る。省エネビル化も行われているが、その手法と

か効果などに関する記述もあるとよい。大型設備

などの導入に関しても、どのような環境配慮が行

われたかが明確になるとよい。

● ISO14001は構成員全員による環境保全活動を求め

ている。しかし、提供された環境報告書を読む限

り、委員会や事務担当者の涙ぐましい努力は読み

取れるが、環境担当者でない一般の職員による保

全活動がどうなっており、どの程度の効果があっ

たかの記載がないことが寂しい。

● 松岡キャンパスは第一種エネルギー管理指定工場で

あり、近畿経済産業局の現地調査を受けたという

記述がある（p.25）。審査には合格したがいくつか

の指摘や提案があった。省エネパトロール、断熱

効果などである。これらは是非両キャンパスで実

施し、無駄なエネルギーの放出を少しでも減らす

努力を展開すべきである。

● 大学の構成員の8割は学生であり、学生に対する啓

発などは大学としては重要な役目である。p.43から

45にかけて学生に対するアンケートが載せられて

いる。アンケート結果を見ると、多くの学生が環

境には関心があるが、自ら活動することについて

は受け身的である学生もいる。他人が環境活動す

るのは大賛成であり、それを見守っていたいとい

うのなら、それは正しい意味で環境に関心がある

とはいえない。さらなる啓発、啓蒙に期待したい。

● 学内美化を著しく損なっているものはポイ捨てタバ

コの吸い殻である。また、タバコの煙による受動

喫煙は学生、特に女子学生に対して健康被害をも

たらす。いくつかの行政体では道路や公共の場で

の喫煙を禁止している。大学でも、環境と健康の

両面からルール違反の喫煙を徹底的に取り締まる

方策を考えて欲しい。

● 一般ゴミの分別回収は行われているが、「環境報告

書」を読む限り、ゴミの分別、回収、再資源化への

取組についての記述が少ない。生協などと相談し、

一般ゴミの削減（有価物化）を図るべきである。

● 学内リサイクルは大きく進展し、構成員に広く活用

されている様子が読み取れる。この学内リサイク

ルは教職員を対象としているが、学生を対象とし

たリユース・リサイクルシステムがあるとよい。

● 最後に、昨年度の環境報告書「環境報告書2006」に

も自己評価と外部の意見が掲載されている。そこ

で述べられている改善に関する指摘に対する対処

がどうなっているかがわかるようになっているのが

よい。

福井大学環境報告書2007に
対する意見

内部監査責任者 服部　勇
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環境報告書を読んで

教育地域科学部 地域環境コース4年生 遠藤 真由美

私が地域社会課程地域環境コースに在籍し、早3年

半の月日が経った。この間に、福井大学は環境ISOサ

イトを拡大し、エコキャンパスとして進化を遂げてき

た。また、福井豪雨といった自然災害もこの間に生

じ、異常気象の変化を肌で感じるようになった。誰も

が環境について考えなければいけない世の中になった

のだ。この環境報告書には、福井大学における環境保

全活動がたくさん紹介してあり、この一冊を読むこと

で福井大学をより一層知ることができる。福井大学に

在籍しておきながら福井大学のことを知らないのはた

いへん恥ずかしいこと。福井大学の環境活動の実態を

知るには、まずこの一冊だ。

この環境報告書を一読して初めて知ったことは数多

くある。その一つに学内リサイクルが挙げられる。こ

れは、学内で一度不要となった物品が、また学内の新

たな場所で再利用されるというもの。不要だから捨て

るというのは、今の時代相応しくない。出費もなく欲

しいものが手に入る、この取り組み。一時的ではなく

恒久的に続いていってほしい。

また、福井大学には20科目ほどの環境関連の講義が

ある。私は、地域環境コース専門科目はもちろん、共

通教育でも環境について学べる講義をできるだけ選択

し受講してきた。地球環境問題は複雑で、多様な考え

方があることを知った。そして、私たち受講者もただ

受動的に受け止めるのではなく、自分で考えることが

必要だと学んだ。

福井大学生協の取り組みも見逃してはいけない。生

協はグリーン購入法適合商品を仕入れている。しか

し、その商品が他の商品より売れなければ意味がな

い。私たちは極力、グリーン購入法適合商品を買うよ

う努めなければいけないのだ。

この環境報告書を読むと、福井大学はありとあらゆ

る環境保全活動を実施していることが分かる。この報

告書を一読することによって、自分も大学の構成員と

してしっかり行動していかなければいけないと感じる

だろう。しかし、大学を一歩出た途端に、環境への取

り組みに対する意識が薄れてはいけない。学外でも環

境意識をずっと保ち続けていくことが大切だ。

環境報告書を読んで

教育地域科学部 地域環境コース2年生 倉矢 優子

今回この福井大学の環境報告書を読んで、普段何

気なく過ごしている中に環境に対する多大なる努力が

費やされているのだと改めて実感しました。電力量削

減対策として人感センサー設置、水の使用量について

は便所内消音設備、紙の使用量の大幅削減に関して

は両面印刷・裏紙使用などの取り組みにより、学内全

体で節約に取り組んでいることが読んでいて分かりま

した。

現在私は大学内の環境に関するグループ（ISO委員

会）に所属しています。主に学内のゴミ箱調査・ゴミ

分別に関するポスター作成や掲示・学内のゴミ拾い・

本学のISO14001認証維持への協力などを行っていま

す。月に数回集まり学内の環境を改善していくか等を

話し合っています。昨年9月に始めましたが、学内の

環境を変えるということはそう簡単ではないというこ

とを実感しました。

大学では環境負荷抑制の取り組み・環境に関する規

制尊守への取り組みが行われ、また環境に関する研究

や地域での環境活動が行われています。しかし、私達

学生の中でこれらの取り組み・活動を詳しく知ってい

る人は少ないと思います。現に、私もこの報告書を読

むまでは大学で環境に関する取り組みがここまで行わ

れているということは把握していませんでした。

現在、環境に対する意識が高まってきています。そ

のなかで私たちは常に環境の情報を得て、環境につい

て考えていかなくてはいけないのだと思います。しか

し、これからは環境の情報をただ得るだけではなく、

私たち自身が環境の情報を発信していく必要があるの

だと考えています。私はこの報告書を機に、福井大学

の環境について情報を発信する側になっていきたいと

思いました。
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外部からの意見

BS Iマネジメントシステム ジャパン（株）は、「福井大学環境報告書2007」の記載情報及

びISO14001の認証審査※を通じて得られた情報に基づき、福井大学の環境保全への取り

組みに関し、第三者レビューを実施しました。

2006年度、福井大学では、構成員の方々の環境マネジメントシステム（EMS）への積極

的な参加のもと、全学で環境方針、目的･目標に掲げた項目に取り組み、環境負荷の削減

を進めました。第1種エネルギー指定工場に該当する松岡キャンパスだけでなく、文京

キャンパスでも自主的に同レベルの管理を実施し、また実験系廃棄物や廃液をほぼ完全

に適切に回収するなど、実効性のある取り組みが行われています。

第四版となる「福井大学環境報告書2007」は、前年の報告書に比べて、環境パフォーマ

ンスに関する定量データが増え、取り組みや目標達成状況、成果の分析がわかりやすく

説明されています。また、コラムで専門用語を平易に解説するなど、読者を具体的に想

定して読みやすくする工夫がされました。コミュニケーションツールとして理解容易性

が向上した点は高く評価されます。

環境報告書には、学内外のステークホルダーとのコミュニケーションを促進する機能

があります。福井大学では、EMSや環境保全への取り組みについて、環境報告書の発行

をはじめ、環境や喫煙についての学生へのアンケート実施や市民公開シンポジウムの開

催などを通じて情報提供が行われてきました。今後は、学生や地域住民、行政などのス

テークホルダーが、福井大学にどのような期待や要望をもっているのかを理解するため

に、意見交換や協同活動など双方向コミュニケーションの方法を取り入れることが求め

られます。

学内における更なるEMSの周知と環境コミュニケーションの推進に期待しています。

2007年8月

ビーエスアイジャパン株式会社

BSIマネジメントシステムジャパン株式会社

代表取締役

※ビーエスアイジャパン（株）は、福井大学のISO14001の審査登録を行っています。

環境への取り組みについて、マネジメントシステムの適合性の観点から定期的に

外部審査を実施しています。
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22 環境報告書に対する内外の評価と意見

この種の報告書を評価するには、報告書自体

の評価と環境活動の実態の両方の視点から見な

ければならない。報告書自体の評価とは、詰ま

るところ読み手に分かりやすくなっているか、

前年度のものに比べてデータの提供方法や記述

が進化しているか、という視点から見ることに

なります。この点、この報告書は読みやすく

なっており、データの提示方法も適切である。

中でも、p.12の表1、p.14の表１、p.18から19の

電力、重油、水、紙の使用量の変遷などは適切

で優れた記述である。一方、p.8の「大学の主な

実績」、やp.24の「環境教育などのコスト」の内

容が不明であり、「電力使用量の削減」と「水道

水使用量の削減」が一括されているのは理解し

にくいです。

次に、環境活動の実態についてであるが、p.1

のトップメッセージに「教育機関である本学とし

ては…環境意識に富んだ卒業生を…」という一

文には心を打たれるが、残念ながら、内部にい

る者としては、このトップの思いと実情が必ず

しも一致していない点に問題を見つけることが

できる。各エネルギー使用量の削減状況（p.18）

では、福井大学では「研究等の活性化による電

力使用増加は認めている」と表現されているが、

建前としては理解できるが、逃げ口上にも使わ

れる可能性があり、もう少し踏み込んだ分析が

必要です。それでも、p.15以降にあるように

「07年度の主な環境目標と計画」には、おおよそ

全項目について高い自己評価がなされており、

好ましい限りですが、定性的な目標などについ

て自己満足的な評価がなされていないか、一抹

の不安があります。多くのエネルギー削減活動

などが、建物の新築に過度に依存している点に

危惧を感じています。ハードの整備のみならず、

ソフトの面からの削減を図ることが、教職員・

学生の環境意識の高揚につながるのです。

福井大学のISO14001活動は長い経過があり、

成熟しつつあると思います。その一方で後発の

大学の活動は「福井大学に追いつき、追い越せ」

を合い言葉に進展してきており、中には、福井

大学では取り組んでいない新鮮味ある活動に取

り組んでいる大学や、取組そのものが実績に

よって裏打ちされている大学も出現しています。

福井大学の環境活動をさらに一歩進め、日本の

大学の手本となるには、PDCAサイクルのAの

時期に入りつつあるという印象を持ちました。

もう一度p.1に戻るが総括環境責任者の言葉に

「社会的使命として期待されている…」とありま

すが、真の意味で、福井大学が環境問題に対す

るトップバッターとして社会的使命を果たし、

社会から敬愛の目で見つめられるように期待し

ます。

環境報告書2008を読んで
総括内部監査責任者 服部　勇
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外部からの意見

株式会社ダイエイエコテックでは、2003年、福井大学（現福井大学文京キャンパス）における環境マ

ネジメントシステム構築、および2006年、そのシステム運用を松岡キャンパスへ拡大する際、コンサ

ルタントとして支援をさせて頂いた立場から「福井大学環境報告書2008」の記載情報を基に福井大学の

環境保全の取り組みに関し、第3者レビューを実施いたしました。

認証取得から5年を経過し、この環境報告書を通して改めて貴大学の活動状況を拝見させて頂き、そ

の良好なパフォーマンスと取り組み範囲の広さは高く評価されるべきものであり、システムが貴大学

にとって有効に作用しているという印象を強くもちました。システム構築から現在に至る間、総括環

境責任者、事務局長をはじめとするスタッフのご尽力に対し深く敬意を表したいと考えています。

環境報告書2008については以下の特筆すべき点が挙げられます。

○目的・目標の達成度は高く、特に重油使用量の削減、化学物質の排出量削減などにおいて大きな成

果が見られます。

○昨年建設された総合研究棟Ⅰの建築工事における環境負荷の低減や省燃料ボイラーの採用等大規模

プロジェクトに関する事前の環境影響評価が確実に実施され、ISO14001規格意図の深い理解が感じ

られました。

○市民公開シンポジウムや、子供たちによるパソコン分解など地域における環境に関する取り組みを

積極的に展開しています。

○「研究機関」という大学の本来的な使命を環境というエリアにもしっかりと認識され、積極的な環境

技術の研究がなされています。

○報告書自体も年を追うごとに内容が充実し、非常に読みやすい構成となっています。グリーンを基

調とし、大学としての目指す方向性・理念が明確に打ち出され、写真やイラスト、グラフ等の多用

により読み手に優しい内容となっています。こうしたところにもISOの精神である継続的改善への

意識が伺えます。

独法化を経て、貴大学においても他大学との競争はさらに激しくなることが予想され、差別化とい

う命題が今以上に大きくクローズアップされることは想像に難くありません。今後とも職員、学生の

方々の更なる意識向上の下、教育、研究、医療を通じてこの環境マネジメントシステムの有効な運用

が環境負荷の低減のみならず、貴大学にとっての戦略的ツールとして広く利用されることを心から期

待しております。

2008年8月

株式会社ダイエイエコテック

代表取締役（CEAR登録EMS主任審査員）
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環境報告書に対する内外の評価と意見23

昨年まで、環境報告書を作る側にいた者として、

今回立場を変え、評価する側から意見を述べるとい

うのも正直いって気が進まないが…まずは、新たに

責任者に就かれた福井先生を中心とした環境報告書

作成ワーキングの方々のご苦労にねぎらいと感謝の

意を表したい。

さて、巷ではCO2削減が大きな課題となっている

が、本学でも例外ではない。2008年3月に策定した

「福井大学地球温暖化対策推進計画」においては、

2008年から2012年までに基準年2004年度比12%削

減を謳ったが、本報告書に依れば、平成2008年度

実績で、基準年度比13.9%相当の削減を実現し、当

初の目標をわずか1年目で達成したとのことである。

これは大変喜ばしいことではあるが、今後のさらな

る削減を目指して定量的な検証が必要と思う。重油

から電気への空調熱源の変換や耐震改修工事に伴う

ペアガラス・断熱材・人感センサー等の設置拡大が

主たる原因とのことであり、設備投資による環境保

全活動が非常に効果的であることの実証といえよ

う。あえて注文をつけるとしたら、特に後者につい

ては、その手法とか効果などに関してもう少し具体

的な記述を望みたい。ペアガラスとシングルガラス

との断熱効果の違いについての実測データを得られ

ているので、大まかなシミュレーションも可能では

ないか。ペアガラスや屋上断熱については、家庭で

の導入を考えている読者もいるかと思うので、少し

でもその参考になればよいと思う。グリーンカーテ

ンの取組についても同様であろう。

ところで、毎年、環境報告書に対する意見で指摘

されている事項として、学生に対する啓発と学生の

参加についての要望がある。昨年までの経験から、

難しいことは重々承知しているが、教育機関である

以上、何らかの工夫や努力による効果を期待した

い。本報告書では、附属中学校のカーボンオフセッ

ト修学旅行に関する興味深い取組について紹介され

ている。適切な場や機会が与えられれば、大学生か

らもさまざまなアイディアが提案されるのではない

か。「エコ活動コンクール」とでも称して、学生から

アイディアを募ってはいかがだろうか。実際に取組

可能で効果が期待できる提案に対しては、なにがし

かの資金援助も含め、組織として支援することを考

えてもよい。また、地域とのコミュニケーションと

いう観点からいえば、学生に限らず、地域の方から

の提案も募るとよい。地域の方と学生、そして教職

員が一体となって大学の環境改善に取り組む姿を見

たいものである。

その他、報告書を読んで感じたことを一、二羅列

してみる。まず、さまざまなエネルギー等のイン

プット・アウトプットのデータが取りまとめられて

いるが、一人当たりの使用量・排出量等に換算する

等の工夫がされていると、具体的なイメージを持つ

ことができて有効と思う。また、かって市民公開シ

ンポジウムやトップセミナーでは、地域で先進的に

環境ISO活動に取り組んでいる企業や自治体から講

師を招いて講演会やシンポジウムを開いたが、地域

とのコミュニケーション、ないしは第三者評価の立

場から、他大学の事例にならい、意見交換会等を実

施し、本学の活動に対する指摘とそれに対しての検

討・回答を記載することも考えてよい。読者からの

さまざまな意見を吸い上げ、教育・研究・社会連携

のさまざまな分野における、本学の優れた環境保全

活動等を地域社会に向けてアピールする手段とし

て、本報告書がより進化することを期待したい。

環境報告書2009を読んで
環境内部監査責任者 中田 隆二
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国立大学法人福井大学「環境報告書2009」に
対する第3者コメント

株式会社ダイエイエコテックでは福井大学が2003年にISO14001認証取得を表明された時期よりシステム構

築やその後の運用、内部監査員の養成の支援をさせて頂いております。大学の環境マネジメントシステムを運

用開始から見つめてきた者として、今回第3者レビューをさせて頂きました。

今回、「環境報告書2009」を拝見し、まず感じたことは、福井大学が真摯な姿勢で取り組まれたシステム運

用についてグラフ、イラストが多く用いられ、また、論理的に体系付けられた形で記載されており非常に読み

やすい仕上がりとなっています。デザイン的にも青と緑を基調にし、クリーン／グリーンをイメージさせ好感

が持てました。

目的・目標の達成状況については、全般的にその達成度合いにおいて順調に推移しているようです。特筆す

べきはスコープ（審査登録範囲）外である附属小中学校における取組が間接影響として目標化されていること、

また大学の本分である研究のテーマとして「環境技術の研究」を積極的に目標として捉えられていることは評価

に値するものです。その結果は文部科学省が平成15年度から、各大学が取り組む教育活動の取り組みの中か

ら、特色ある優れたものを選定し、重点的に支援する、高等教育の更なる活性化を目的とする大学教育改革の

推進のための支援プログラム（GP=Good Practice）でも表れており、平成20年度までに11件獲得しております。

これは大学の規模（学部や学生数）を考慮すると、大変高い件数であると評価できます。

また施設等の整備におきましても、福井大学の理念が具現化されるよう、施設の有効活用やライフサイクル

コストなど総合的な視点でキャンパスマスタープランを作成し、それに基づき、増築、改修等の整備時には、

省エネ型照明器具や空調機の採用、断熱材の採用、窓ガラスのペアガラス化などを進められています。昨年、

該当する取組が計画策定やリーフレットの作成にとどまっていたことから考えると、一歩進んだ実効性のある

取組へ継続的な改善が図られていることが伺えます。

今後の取り組みのためにあえて申し上げるとすると以下の点があげられますので参考にしていただければ幸

いです。

○ 2008年「環境技術の研究」として記載のある3テーマについては、現在進行中であると考えられます。これら

の研究が1年でどのように進展しどんな成果が表れたかの報告を来年の報告書では期待したいと思います。

○ 一般企業においては環境のみならず、多種多様なステークホルダーの要求事項に最適化した形で応える、つま

りCSR（企業の社会的責任）を果たそうという動きが主流となりつつあります。環境を始めとして福井大学と

してのCSRをどのように果たしてきたかについても報告書に記載することをご検討いただけたらと思います。

今後とも福井大学にとってこの環境マネジメントシステムが大学経営という観点からも非常に有

効なツールとなり、ますますご発展されますことを心よりお祈り申し上げます。

2009年8月

株式会社ダイエイエコテック

代表取締役（CEAR登録EMS主任審査員）
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環境報告書2010を読んで
環境内部監査責任者 中田 隆二

今更言うまでもないが、環境報告書は、CSR（“企

業の社会的責任”を意味するCorporate Social

Responsibil ityの略）活動の一環として、とりわけ福

井大学の環境に関する教育・研究・社会貢献活動を

地域に発信するコミュニケーションツールの一つと

して重要な役割を担っている。大学にとって説明責

任を果たすべきステークホルダー（かかわりのある

人々）としては、大学の教職員・学生、大学を志望

する高校生等、大学と連携している企業・自治体、

卒業生を受け入れる企業・自治体、そして地域の住

民などが挙げられるが、環境報告書の場合には、地

域の自治体や住民とのコミュニケーションがより重

要と思われる。そのためにも、報告書の体裁や内容、

そして表現への配慮のみならず、報告書作成の過程

でも、地域自治体や住民の方の意見の汲み上げ等に

ついても今後考えていただきたい。また、大学は教

育と研究を通して、優秀な人材を育成し、社会に送

り出す場であることから、在学生への環境教育や彼

らの活動はもちろんのこと、卒業生の環境問題に取

り組む活動の紹介なども興味深いと思う。

さて、今回の報告書の具体的内容について、いく

つか、意見を述べてみたい。まず、全体の構成であ

るが、目次に少々の変化はあるものの、ここ数年、

ほぼ同様である。環境省のガイドラインに沿って作

成するため、やむを得ない点もあるが、もう少し、

想定読者に対応した工夫も必要かと思う。例えば、

2007年度版以降、「能登半島地震と福井豪雨」、「工

事における環境負荷抑制への方策と環境負荷抑制を

考えた設備機器更新」、「福井大学附属小学校・中学

校における環境保全の取り組み」、そして今回の「福

井大学医学部発の感染症・有害物質の拡散を防止す

るために」と、毎年、興味深い取り組みを特集記事

として取り上げているものの、単発的で、なぜその

特集なのかが見えてこない。取り上げ方も含め一工

夫欲しいところである。

独法化以後、大学における安全衛生への取り組み

は重要になっているが、安全確保と環境保全は一体

のものであり、関連づけた対応も必要であろう。「労

働安全衛生に関する情報・指標」については、2008

年度版では「労働安全衛生における健康管理」、「労

働衛生巡回点検について」という記事があったが、

2009年度版では見あたらず、今回は「社会的取り組

み」に一部取り上げられている。働く場としての快

適さを外に向けて発信する意味でも継続的に取り上

げることを考えてもらいたい。ところで前年度版ま

で「主たるエネルギーの消費」と称していた項目が、

今回は「事業活動と環境負荷の全体像」とより適切

なタイトルに変更された。この項では、「環境負荷の

推移」で「総エネルギー投入量」、「水資源投入量」、

「温室効果ガス排出量」、「化学物質排出量」、「廃棄

物等排出量」と小分けして、各量の経年変化を示

し、変化の要因を分析・記述しているが、PRTR対象

薬品についての分析・評価が欠けている点は課題と

いえよう。例えば、実験室で有害化学物質の不適切

な取り扱いにより学生や教職員への暴露が生じた場

合、これは安全衛生上の問題であると同時に、建物

外に漏れ出し、学内外の方に影響を与えることにな

れば環境問題となる。統一的な視点に基づいた対応

が必要であろう。これとも関連して、教育面では、

本学でもここ数年、実験廃棄物の取り扱いについて

学生に対する講習会や見学会を実施しているが、安

全や環境に対して意識の高い学生の育成は大学の責

務であり、このような人材を社会に送り出し、彼ら

の活動を通してより良い環境が保たれ、環境保全に

つながることを考えると非常に意義のある活動であ

り評価できる。入門セミナー等を通じて、他の一般

学生にもより効果的な教育が望まれるところである。

環境報告書には大学の概要をはじめ、環境教育・

研究活動、社会貢献など様々な活動が各章に述べら

れていて興味深いが、包括的な視点がやや弱いとい

う印象を受ける。個々の活動を中心とした記載だけ

ではなく、環境方針に基づき、学内の環境活動を俯

瞰するとともに、諸活動を横断的に繋ぐような考え

方がより明確に提示されれば、組織的活動として、

そして教育体制として説得力ある説明資料になると

思われる。本報告書のさらなる進化を期待したい。
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私は、株式会社TBCソリューションズに於いて

「QMS」「EMS」「 I SMS」「Pマーク」等、マネジ

メントシステムの構築コンサルティングや各種研修

講師を担当しており、福井大学で開催される「環境

I SO内部監査員養成研修講座」の担当講師として、

また大学でEMSを教えている者として、福井大学の

環境保全への取り組みに大いに関心を持っており、

私の視点から「環境報告書2010」についての感想を

以下に述べさせて頂きます。

今回読ませて頂いた「環境報告書2010」は、福井

大学の理念「人々が健やかに暮らせるための科学と

技術に関する世界水準での教育・研究を推進」する

ことを踏まえ、「環境基本方針」に示す「地球環境

や地域環境の保全・改善のための教育・研究を継続

的に推進するとともに、地域社会との連携」への取

り組みが、グラフやイラスト・写真などを取り入れ、

大変読みやすくまとめられており、読み手に優しい

報告書であると評価出来ます。また、環境目標の達

成状況についても具体的な数値が示され、実績と課

題について適切に記載されていることも評価できる

ものです。

2003年から取組まれている I SO14001の認証は、

昨年2回目の更新（再認証）審査が実施されていま

す。6年間の取り組みの中で適用範囲を拡大し、環

境保全活動を福井大学全体に広げていこうとする姿

勢が見られます。

本報告書の特集では、医学部による「解剖作業に

於ける感染症・有害物質の拡散を防止する取り組み」

が紹介されています。解剖は作業者や周辺環境に対

して、病原菌などの感染・拡散の危険があり、人体

標本を保存する際にも、作業者がホルマリンに大量

暴露し健康被害をもたらす危険があります。これら

環境汚染や健康被害を防止するため、病理関係者や

企業関係者が知恵を出し合い設備改善を行った結果、

病原体や化学物質の拡散を防止する病理解剖棟が完

成しました。研究活動に伴う環境汚染を防止し、医

学へ貢献する取り組みは、教育・研究機関である大

学の本来の姿を指示したものであると評価します。

また特筆したい取り組みとして「支障樹木の有効

利用」が挙げられます。総合図書館の増改築に伴い、

工事に支障となる周辺樹木が伐採されました。これ

らを廃棄処分とせず「ウッドチップ」に加工し敷地

内に敷き詰めたり、木造の遊具や教材として有効利

用されています。また、学生の環境活動として、工

学部建築建設工学科の学生によってデザインから組

立てまでの作業を行い、テーブルやベンチを製作し

キャンパス内に設置されました。この様な学生の取

り組みは、福井大学の長期目標に有る「教育を通じ

た豊かな社会づくりの担い手となる人材の育成」を

進める上でも有効であり、学生の環境活動への参加

が、今後期待されます。

国立大学に環境報告書の作成が義務づけられたこ

とは、最高学府としての国立大学が、環境保全につ

いて社会をリードし、且つ啓発していく責任がある

ことを示しています。そこで参考にしていただきた

いのですが、環境省ガイドラインにあるMP-12「環

境負荷低減に資する製品・サービスの状況」につい

て、本報告書においては「生産・販売業に適用」さ

れる項目として「該当事項無し」と記載を除外して

いますが、同ガイドラインによると「記載すること

が期待される情報・指標」に「教育研究機関におけ

る環境教育、環境研究の状況」が挙げられています。

JISQ9001：2006の定義によると「製品とはプロセ

スの結果」であり、有形・無形の製品があるとし、

無形の製品の例として「知識伝達」が示めされてい

ます。現に福井大学が「教育」を通じて環境負荷低

減に貢献されておられます。環境報告書の完成度を

向上させる意味でも「環境負荷低減に資する製品・

サービスの状況」の記載をご検討ください。

株式会社TBCソリューションズ

主任コンサルタント

（キム テソン）

国立大学法人福井大学「環境報告書2010」に
対する第3者コメント
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環境報告書について意見を記す機会も今回で三度目

となった。毎回、この時期に届けられる新たな報告書

を手にして思うことは、福井大学という名のもとで行

われている活動の多様性と地域社会との繋がりの強さ

である。本書の「大学の概要」でも、福井大学の教

育・研究・医療に関する活動とその成果が、対外的

にも高く評価されていると記述されているが、その多

くは、地域の特性を活かし、地元自治体や産業界と

も連携した研究の推進ならびに社会的活動に基づいて

いることは言うまでもない。今後とも、地域に根ざ

し、国際的視野も兼ね備えたグローカルな教育・研究

活動の推進が重要と思われるが、環境に関わる活動に

も同様の視点で取り組むことが望まれる。

さて、本書に記載されている個別的内容の中から

いくつか選んで、以下、意見を述べたい。

まず、環境整備課を中心に、学生・教職員が参加

し、両キャンパスで実施されている学内一斉清掃や、

文京キャンパスでの就労支援室の協力も得ての花壇

への植栽、そして温暖化対策ともなるグリーンカー

テンの取組みなど、キャンパス内の環境美化活動も

年々広がっている。今後、学生も含め、より多くの

参加者を期待したい。

次に、数年前から課題となっていた化学物質管理

支援システムを利用したPRTR法対象物質の管理も、

文京キャンパスでは今年度からより実効性のあるも

のとなり、これまで困難だったノルマルヘキサン・

ジクロロメタン・クロロホルムといった有機溶媒の

定量的把握も可能となった点は、評価されるべきで

あろう。

また、本学の特筆すべき環境活動と位置づけられ

ている「学内リサイクルシステム」であるが、2004

年度から運用を開始し、昨年度まで4000点に近い物

品が有効に再利用されている。今や、不要物品を廃

棄する際にはもちろん、新しい事務用品等の購入の

際にも、まず「学内リサイクルに出してみよう！」

と多くの人が考えるようになってきた。本書の「資

源の循環的利用」においては、このシステムについ

ての小史がまとめられているが、件数や金額の変化

だけでなく、事務局側の思いや今後の展望について

も記してあり、更なる発展も期待される。

一方で、電気を含め、エネルギー使用量は、夏の

高温・冬の低温という自然要因が原因とはいえ、昨

年度は増加という残念な結果となった。今春の東北

大震災それに続く福島での原発事故を受けて、今夏

はより一層の省エネ・節電が要請されたが、果たし

て本学での成果はどうだったであろうか。本学は

2008年に「地球温暖化対策推進計画」を策定し、数

値目標を設定した。耐震改修による省エネ設備の設

置など、ハード面での対策が一段落した今、今後、

より一層の省エネ意識向上を目指した活動が重要と

思われる。とはいえ、研究機関である以上、研究を

進める上で、新しい装置の導入など、エネルギー使

用量の増加が避けられない面もある。省エネ技術に

限らず新エネルギーや送電など、本学でも多様なエ

ネルギー関連の研究が進められており、研究成果を

あげることが結果的にエネルギー使用量削減に貢献

する重要な環境活動であることも忘れてはならない。

ところで、報告書の表紙については、毎回、楽しみ

にしているが、今回のデザインは大学院生によるもの

と聞いている。以前は、附属学校の生徒たちの画が表

紙を飾ったこともある。環境報告書に対する教職員そ

して学生の関心を高める一助として、表紙デザインを

学内公募し、優秀作品を表紙に採用すると共に、作

品展を催して構成員に観てもらう機会をつくってはい

かがだろうか。表紙以外に、本報告書には、学生の手

による記事がいくつか掲載されている。学生はISO認

証の対象とはなっていないが、大学という組織の多数

を占めている。ISO活動に直接関わる学生ボランティ

アの組織化はなかなか進まないことは残念だが、積極

的に関わる一部のグループでなくとも、多数の学生に

興味関心をもたせる、例えばISO活動のイベント化な

ども考えてよいかもしれない。

特に、学生が自分たちの専門を活かせる形で参加で

きるような工夫があるとなおよい。工学部の創成活

動における環境への取り組みは一つのヒントになる

かもしれない。

環境報告書2011を読んで
環境内部監査責任者 中田 隆二
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福井大学の環境報告書を読んで、私なりの意見を

述べさせていただきます。

元来、大学とは教育と研究が使命であり。それは

今も変わりありません。更に近年は起業に社会的責

任が求められるように、大学にも地域社会・国際社

会への貢献が求められるようになりました。そのよ

うな状況で、福井大学は理念の中で、「世界的水準

での教育・研究の推進」「地域、国及び国際社会に

貢献し得る人材の育成」を目的として挙げており、

正にその理念お叶えるべく、雑木林を楽しむ会や、

市民公開シンポジウム、永平寺町消防訓練、地域医

療の質向上などの地域貢献が実践されています。更

に、資源循環型水質浄化材の開発や高効率タンデム

太陽電池の研究、職業性皮膚疾患の治療と原因究明

など、福井大学の研究内容が、数多く紹介されてい

て、これらを読むことで、福井大学の理念がどのよ

うに具体化されているのか良く分り、高く評価して

おります。

大学の使命が、教育と研究、社会貢献である一

方、これらは常に大学に課せられた課題といえます。

研究上の倫理問題や安全衛生問題、化学物質による

環境汚染などに、大学の社会的責任に対する社会の

厳しい目が向けられております。シンポジウムで放

射性物質の影響を分り易いモノサシで示して伝える

ことは、社会貢献であり、重要なリスクコミュニ

ケーションでもあります。今後も様々なテーマでシ

ンポジウムをされるかと思います。紙面が許せば、

このシンポジウムに参加された市民の方々が、どう

感じ、そこで得た知識をどのように生活に生かして

いこうとしているのか、そのような相互コミュニ

ケーションがもう少し文面から伝わってくると、よ

り良い報告書になるかと思います。

教育・研究については、福井大学は提供する教員

養成教育（福井大学方式）や技術者育成プログラ

ム、救急総合医の養成や看護キャリアアップセン

ターなどのしくみが、学生の就職率や各研究結果、

断らない救急医療などに繋がっていると思います。

私も学習サービスを提供する者として、学習ニーズ

から学習コンテンツの設計、提供、評価というマネ

ジメントシステムの重要性を再認識しました。

福井大学の長期目標でもある人材育成は社会全体

への貢献です。これからの日本及び国際社会に貢献

できる人材育成のため、学習成果の評価をより正確

に且つ理解が容易な指標で示して頂くと、福井大学

の人材育成に対してより信頼性が増すでしょう・学

部・大学院等の現状分析評価結果が、順位付けされ

ていましたが、算出方法を説明するのも良いかもし

れません。

福井大学が定めている環境目的目標に対して、パ

フォーマンス、目標への適合性は、今後も確実に改

善されていくものと期待しております。未曽有の被

害をもたらした東日本大震災から得た様々な教訓の

一つに、エネルギー問題があります。福井大学では

エネルギー使用料、特に空調を中心とした電気削減

に苦労されているようですが、限界はございません。

このような時だからこそ、野心的な目標を立てても

良いと思います。タンデム太陽電池の研究など、再

生可能エネルギーの研究分野をリードし、キャンパ

スでの発電や学内リサイクルなど、日本トップのス

マートキャンパスになる日を楽しみにしております。

環境保全活動の状況では、パンジーの植裁が紹介

されています。今後は福井県のレッドデータブック

記載の植栽ができると良いですね。

大学はその教育・研究を通して、学生・研究者と

その家族、地域、国及び国際社会と、全てのステー

クホルダーに影響を与え得る可能性がある組織です。

福井大学における様々な環境活動が、全てのステー

クホルダーにどのように転移していくのか、これか

らも福井大学の環境報告書に注目して参ります。

株式会社TBCソリューションズ

主任コンサルタント

国立大学法人福井大学「環境報告書2011」に
対する第3者コメント







22 環境報告書に対する内外の評価と意見

環境報告書2013を読んで

　この「評価と意見」を書いている今年の夏は

大変な猛暑となっていますが、環境報告書の対

象年度である昨年度も猛暑でした。そんな猛暑

もあった昨年度に全キャンパスで前年比2.6%の

電力の節約ができたことは本学の教職員・学生

の努力の結果として高く評価できると思ってい

ます。

  さて、その猛暑だった昨年の夏の間においても

そうでしたが、ISO活動が始まった数年前に比べ

キャンパスはいつも綺麗です（私は文京キャン

パスに勤務しているので文京キャンパスでの印

象です）。一つは、大学が建物の耐震改修に合わ

せて建物周辺の整備に重点を置いてきた成果で

はありますが、もう一つはキャンパス内の清掃

は勿論、キャンパス内での不法投棄の減少、図書

館周りやメインストリート沿いでの花の植え込

みなどの環境整備の結果でもあります。この後

者に関しとても大きな役割を果たしているのが

就労支援室の方々です。今回、その就労支援室の

取り組みを特集としたのはタイミングとしても

アピールとしても大変良かったと思います。就

労支援室の設置目的は特集記事に書かれていま

すが、大学と附属特別支援学校の思いをうまく

重ねるだけでなく、今後も支援学校卒業生の創

意・工夫の発揮の場として機能すれば一石二鳥

以上の効果があると思いました。また、かつて

ISOのゴミ対策ワーキンググループが「適切に管

理出来ないゴミ箱がゴミを呼ぶ」という確信に

基づき、キャンパス内に多数設置されていたも

のの適切に維持・管理されていなかったゴミ箱

をほぼ撤去した時代から、就労支援室の方々の

努力もあってついに「綺麗な所にゴミは出にく

い」と実証できるところまで持ち込めたことは

数年に渡る活動の結果として評価できるものと

考えています。

　ところで、本報告書の重要なポイントである

環境保全活動の年間まとめを見てみると、「06 

2012年度の主な環境目標・計画と自己評価」にお

いて目的項目「CO2の総排出量の削減」に目標未

達が見られます（文京キャンパス）。これは別の

実施計画項目にある「重油暖房から電力暖房へ」

に見られる様に、主にスチーム暖房のための重

油ボイラーを止めることが目的であったと思い

ますし、実際電化することで達成されてきまし

た。しかし文京キャンパスにおいては2013年度

の改修工事計画でボイラー暖房が全廃される予

定と聞いています。確かに国の指標にもあるCO2

排出量は重要な指標ではありますが、空調が電

力に一本化される予定のもとで、電力会社の年

度毎のCO2排出係数で大きく数値が動いてしま

うCO2排出量を目標にすることは今後検討の必

要があると思います。一方、目的項目「紙使用量

の削減」は例年目標達成に苦労していましたが、

（松岡キャンパスは概ね達成ではありますが）両

キャンパスとも達成されています。特に文京

キャンパスでは5%もの削減がされており、もう

少し突っ込んだ達成理由の説明が出来れば今後

の計画に活かせて良かったのではと思います。

　

環境内部監査責任者　福井　一俊
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　福井大学・環境報告書2013を読んで、私なりの

意見を述べさせていただきます。

　環境報告書に対する意見を書かせていただく

のは、昨年に引き続き3回目となります。福井大学

の環境報告書の内容の充実に、少しでも貢献でき

れば幸いです。

　毎年拝読して感じていることですが、11. 環境

保全コストと効果の表や、12. 環境負荷の推移の

表などは、数字とグラフでビジュアル的にも見や

すく、理解しやすい構成で、本報告書の評価のポ

イントです。これからも読者に配慮した環境報告

書の作成に、大いに期待しております。

　福井大学長の基本方針にある「地球環境や地域

環境の保全・改善のための教育・研究を継続的に

推進するとともに、地域社会との連携による環境

保全・改善プログラムに積極的に参画する。」との

方針通り、高効率二酸化炭素分離膜の研究や、福

井県における飛来物質に関する研究などは、地球

環境や地域環境の保全・改善のための教育・研究

に該当し、更に、福井市環境パートナーシップ会

議主催の福井・環境ミーティングでの講演など

は、地域社会との連携による環境保全・改善プロ

グラムに積極的に参画している表れであり、トッ

プの方針がしっかりと、システム及び本報告書に

反映されており、大変興味深く読み進めることが

できました。

　昨年も書きましたが、環境目標に対する進捗状

況は、12. 環境負荷の推移からもよく分りますが、

環境目的（組織の到達点）との関係性を、本報告書

の中で記述しても良いかもしれません。

　3. 大学の概要の魅力ある研究で紹介されてい

る附属国際原子力工学研究所、高エネルギー医学

研究センター、大学院工学研究科、及び医学部な

どの各教育・研究分野には、現在の日本の環境問

題から中長期的環境問題まで幅広くその進展が

期待されるものばかりで、大変興味深いです。こ

れからの教育・研究成果に注目していきたいと思

います。

　環境活動の各環境パフォーマンスが向上して

いる状況で、産業廃棄物、特に医療系廃棄物（特別

管理産業廃棄物）の削減が、福井大学の今後の課

題に感じました。地域医療の中核である福井大学

医学部及び附属病院が、その責務を遂行するにあ

たり、医療系廃棄物が増加するのは致し方が無い

ことですが、松岡キャンパスのインフラ面の変化

と比べても増加率が高いように感じます。対策と

して分別意識の向上を取り上げていますが、もち

ろんそれも大変大事ですが、重油から電気への燃

料転換の事例のように、構造的・システム的に変

換させないと難しいかもしれません。医療系廃棄

物の増加は医療機器メーカーやライフサイエン

ス分野の研究資材メーカーなどと連携して、環境

負荷低減に貢献できる道はないか模索していた

だきたいと思います。

　13. 生協の取り組みにある資源回収の取り組み

事例についてですが、缶が90%以上、ペットボト

ルで30%以上が、日本全体の平均的なリサイクル

率ですが、それと比べても、環境活動を推進して

いる福井大学としては、リサイクル率がもっと高

くて良いです。よって、その辺りの考察がもう少

し記述されていても良いと思います。

　最後になりますが、本年9月にSATOYAMAイ

ニシアティブ国際パートナーシップ第4回定例会

合が福井県で開催されます。生物多様性の保全・

改善プログラムに積極的に参画して、大きな成果

をもたらすことに期待しております。

　大学はその教育・研究を通して、学生・研究者と

その家族、地域、国及び国際社会と、全てのステー

クホルダーに影響を与え得る組織です。今後も福

井大学の環境報告書に注目して参ります。

国立大学法人福井大学「環境報告書2013」に対する第3者コメント

株式会社TBCソリューションズ
主任コンサルタント
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